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1970年前後にアメリカの知覚⼼理学者ジェイムズ・ギブソンが
創始した研究プログラムである「⽣態学的アプローチ（⽣態⼼理
学）」の戦略的プロパガンダを試みる（強制ではありませんのでご
安⼼ください！）。このアプローチが知覚と⾏為を探究し説明する
際、重要であるが特に物議をかもしそうな三つの主張（①感覚なし
の直接知覚、②⾃⼰知覚、③異所同時性）を取り上げ、⾝体性認知
科学や４E認知との異同と協働可能性、さらには未来の⼼の科学と
哲学が歩むこともできる道を考え議論する場を提供したい。

講演⽇時

⾔語
講演場所

2024年 3 27⽉ ⽇（⽔）13:30-15:00

⽇本語

主催：⼈間知･脳･ AI研究教育センター(CHAIN)

https://www.chain.hokudai.ac.jp

問い合わせ先： office@chain.hokudai.ac.jp

登録はこちらから

第39回 ⼈間知・脳・AIセミナー CHAIN Academic Seminar ＃39

―サイコロジカルなことの科学への道̶

【ハイブリッド】
北海道⼤学⼈⽂・社会科学総合教育研究棟（W棟）W202室（登録不要）
および Zoomによるオンライン配信（要登録）

本セミナーはCHAIN教育プログラム第1回説明会
13:00‐終了後にひきつづき開催されます。


